














































































































































































































































































































































































































































































































































































































論争とも関連して」 岸野雄三 体育科教育 1970年 3月号 p p20～3














他)「体育の原理J 第5号 体育原理研究会編 不味堂出版 昭和49年 p■o
15)同上書 p lll 傍点引用者




10 「序説 運動学J 岸野雄三 松田岩男 宇土正彦編 大修館書店 昭和40年 p l17
10 同上書 p l17
10 同上書 p l17
1) 「運動技術指導学―-4J 体育科教育 1973年 10月号 p65
その他浅井浅―は,「運動技術は,身体運動の客観的法則をはっきり自覚して利用する場合と,客観的法則を
無意識にカンとしてつかんでいる技能とを統一した状態で実現している」場合とがあるとい ,ゝ運動技術を
(D身体的技術 修)精神的技術 0社会的技術の3つに分類している。 (「運動技術の構造化とは何か」 体育




してみている点は考慮されてよい。 (「スポーツの技術史J 岸野雄三 多和健雄編 大修館書店 昭和47年
p14)
「運動機構論 その7J 体育科教育 1974年 9月号 p62
「人間 この独自なるもの」 野島徳吉 恵子訳 紀伊国屋書店 1974 p57
「運動機構論 その 7」 体育科教育 1974年 9月号 p62
「人間」 宮城音弥訳 岩波書店 1976 p43
同上書 p43
「弁証法の諸問題」 頸草書房 1968 p p134～135
中村静治が指摘するようにわが国で1930年代に技術が問題にされたのは生産技術概念から機械論的な傾向
を一掃するためと当時の西欧資本主義の全般的な危機に起因しており,現代の状況と酷似している。 (「技術
論争史 上J 青木書店 1975 p p5～6)






















(埴谷雄高編 新潮社 昭和54年)所載の沢木耕太郎 「長距離ランナーの遺書」を参照。
「ホモ・ルーデンス 人類文化と遊戯」高橋英夫訳 中央公論社 昭和38年 p328
「技術と人間J 天野恒雄訳 サイマル出版社 1973 p32
「技術と科学の概念」 戸坂潤全集第 1巻 顕草書房 昭和41年 p352
戸坂は,芸術は「物の生産ではなく意味の生産Jであるが故に「古来模倣され仮象される」といっている。















応以上のものである, ということであるJといっている。 (前掲書 p pll～15)
オルテガ 前掲書 p218






プ」 小野三嗣 調枝孝治 吉岡隆徳 不昧堂出版 昭和46年 p164
00 「偶然性の問題」 岩波書店 昭和48年版 序 pl
Oり 同上書 序 pl
00 同上書 p322






























60 「経済学=哲学手稿」 三浦和男訳 青木文庫 1963 pp■2～■5
00 前掲書 p34
60 「文化人類学入門」 石田英一郎 講談社文庫 昭和51年 p68







「労働とリズムーー作業歌―一」 カール・ ビュツヒャー 高山洋吉訳 西田書店 1970 p16
同上書 p16
同上書 p462
「シンボルの哲学J 天野万里 貴志謙二 池上保太 近藤洋逸訳 岩波書店 1970 p7
「人間と聖なるものJ 小苅米呪訳 せりか書房 1971 p178
「未開社会の思惟J 下巻 山田吉彦訳 岩波文庫 昭和50年 p30
もっともブリュルは,不当にも文明人の特質を「論理的心性Jとし,未開人のそれを F前論理的心性Jと
して類型化し,両者は相互に矛盾し,対立するものとして捉えている。
「芸術と神話」 エルネスト・グラッシ 榎本久彦訳 法政大学出版局 1973 p131
同上書 p132
「スポーツの社会,経済的基礎J 山本正雄 道和書院 昭和52年 p22
「遊び――世界の象徴としてJ 千田義光訳 せりか書房 1976 p148
「美と集団の論理J 久野 収編 中央公論社 昭和37年 p174
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第22巻 第 1号
Cか 古代ギリシャではtOChncが用いられたが,ローマ以降はラテン語のarsが使われ,以後近代に至るまで ars,
artが使用された。スポーツ書でも例外ではなく,「狩猟の書」(Le art de vencrie 1323-―イギリス最初
の狩猟書である仏文書),「泳ぎの術について」(de arte natandi 1538-―最初の水泳書)のようにartが使
われていた。(岸野雄三 多和健雄編 前掲書 p p8～9)
00 「技術の哲学」 三枝博音 岩波全書 1974 p p 107～113
00 同上書 p181
00 「法律編J プラトン全集 第13巻 森進一 池田美恵 加来彰俊訳 岩波書店 1976 p p71～72
「政治学J アリストテレス 山本光雄訳 岩波文庫 昭和49年 p334
00 「人間の条件」 志水速雄訳 中央公論社 1973 p94
00 「技術と哲学」 栗田賢三訳 岩波新書 1972 p ll
00 同上書 p ll
09 前掲書 p p 129～130
ЮO ディドロ。タランベール編 桑原武夫訳 岩波文庫 昭和50年 p299
ЮO 「三木清J 久野 収編 現代日本思想大系33 筑摩書房 1966 p318
0D 「芸術と技術J 生田 勉訳 岩波新書 1974 pH
00 「シラー美学芸術論集J 石原達二訳 富山房百科文庫 昭和52年 p lo4
0か たとえば「遊びの文化人類学」 青柳まち子 講談社現代新書 昭和52年
00 前掲書 p38
参 考 文 献
「スポーツの危機J ジェムズ・A・ミッチェーナー 宮川 毅訳 サイマル出版会 1978
「現代の哲学的人間学」 ボルノウ プレスナー 藤田健治他訳 白水社 1976
「行動の構造J メルロ・ポンティ 滝浦静雄 木田 元訳 みすず書房 昭和43年
「人間と意味の解体」 足立浩二 頸草書房 1978
「日常性の弁証法」 安永寿延 筑摩書房 1972
「芸術・変身・遊戯」 山崎正和 中央公論社 昭和50年
「子どもの精神発達における遊びとその役割」 エル・エス・ブイゴツキー 藤本文朗 柴田義松訳 国民教
育 1971 9号
「人間と適応J ルネ・デュポス 木原弘二訳 みすず書房 1974
「遊びの社会学J 井上 俊 世界思想社 1977
「共通感覚論」 中村雄二郎 岩波書店 1979
「遊戯の存在論」 オイゲン・フインク 石原達二訳 せりか書房 1971
「絶望的近代の民衆像J 林 英夫 柏書房 1976
「ホイジンガJ 世界の名著 55 中央公論社 昭和45年
(昭和55年4月15日受理)

